











































































































































事例 ７ ：待遇改善を目的に １ 事業所現業社員全員が集団罷
業
　一事業所現業社員14名が待遇改善（箇条書き有り）を求
めて総経理へ交渉の場に着くよう社内メールで要求書を送
りつける。14名の署名文付き。当方は無視の構え。事業部
長（台湾人）に事態収拾を指示し一旦は収束したように見
えたが、数日後出勤拒否による罷業が開始される。当方は
副社長（中国人）を派遣し説得工作を試みる一方で管理職
を動員して代替勤務シフトを敷き、罷業を続けるのであれ
ば、続けても良い、会社は管理職を動員してお客様への
サービスを止めない。就業規則で定める３日の無断欠勤に
抵触すれば規定どおり全員解雇するとする姿勢を滲ませ
た。その結果、全員がタイムリミット前に現場復帰を果た
す。年度の処遇改定時期に夜間勤務者の手当て改定を一部
飲んで若干改定を実施した。
　リーダーが誰なのかを早く掴む。要求の妥当性と全社へ
与える影響を検討。
17現地経営者が遭遇する 具体的リスクについて
　あわてて対応しない。全員解雇の場合の事業継続方法を
幹部間で早めに決めておく。
背景にあるもの
①　基本にあるのは労働者階級が作った国家
３年前までは労働仲裁裁定で80％は企業側の敗訴
就業規則違反などでの罰金・減給は法令違反との見解が
大勢を占める。
②　長く続いた「女工哀史」の反動
同胞地域系企業の労働搾取
iPhone 工場で連続自殺者が10名を越える
③「改革開放」とは何だったのか？
先富論の一人歩きと、低賃金の尻馬に乗って稼ぎまくっ
た国内事業家、独走する機関車役の富裕層。
日本のような愛社精神は望むべくもなく。
注意すべきリスク
横行するキックバック
リベート、バックマージン、キックバック
源泉徴収課税報奨金に怒り心頭
飲料水、コピー用紙にもあり。
公務員というビジネス（便宜供与と許認可権）
権力は金力
それらに跋扈するブローカー
中国最高人民検察院（最高検）の曹建明検察長（検事
総長）は11日、北京で開会中の全国人民代表大会で、
昨年１年間に横領や贈収賄で立件された公務員が、前
年比１％増の４万4506人に上ったとする活動報告を
行った。このうち局長級が198人おり、依然として深
刻な官僚腐敗の現状を裏付けた。報告によると、昨年、
密輸や違法な資金集め、相場操縦といった経済犯罪で
起訴された人数が前年比8.1％増の５万4891人に上った。
曹氏は「経済犯罪の取り締まりを強化し、良好な市場
経済秩序を維持する」と表明した。さらに昨年は「食
の安全」に関わる犯罪の摘発も相次ぎ、有害な食品の
製造や販売に関わったとして1562人が起訴された。最
高人民法院（最高裁）の王勝俊院長も11日、活動報告
を行い「ごく少数の裁判官が賄賂を受け取り、不正を
働いている」と指摘した。約５年間に汚職や職権乱用
など腐敗問題で処分された党員は66万8429人に上り、
腐敗の深刻さを浮き彫りにした。
注意すべき状況（その他）
①　職業観等
・事なかれ主義
・隠蔽体質
・その場しのぎ
・場当たり主義
・現状維持
・残業忌避
・女性は戦力たりうるか？
・転勤拒否
・紀律とモラル
②　給与＝所得か？
家計収入は「給与」＋「共同出資リターン」
＋「株式投資リターン」＋「不動産投資リターン」等
給与収入で可処分所得を推計できず。
上海人は日本の家計収入を上回るか？
③　給与振込と現金支給
源泉徴収を回避し、相互了解のもと脱税へ !!
普通に社会保険を払っていたら表彰された弊社。
その他のリスク
①　法令・規則乱立へ（法治への発展途上）
先進各国のいいとこ取りとオリジナリティを加味し
法規制定ラッシュへ !!
今は規制強化の時代。個人情報保護法などはまだまだ。
②　中央の命令を聞かない地方政府
法制秩序の稚劣さ。野党の存在無き法制プロセス。
地域細則でねじ曲がる法律。
外国人社会保険に見る上海市政府の無言の抵抗。
進出する方へのアドバイス
　一方「魚心あれば水心」という言葉がピッタリ当てはま
るのもここ中国。
　「魚に水と親しむ心があれば、水もそれに応じる心があ
る」
　相互互恵の関係性を築くことが大事。一方的な利益追求
のみを狙って進出すれば逆にはじき飛ばされることもあ
る。そのためにも「中国を好きになる」ということが出発
点。「中国と日本の違いをあげつらう」のではなく、「中国
と日本の同じところを探してください」。例えばお箸を使
うこと、漢字文化であること、同じものを感じることで
「広域アジア圏としての中国」を観たときに前向きに中国
を受け入れ、とけ込むことができる。
　また、多面性と多様性を認識すること。ある一面だけを
見て判断しないこと。中国は意外と懐が深くて、寛容性が
ある国。一度ダメと言われたことがあっても、努力してみ
れば突破口を開くことができる。中国にはそのような寛容
さがあり杓子定規で物事が進んでいる国ではないと感じ
る。
